
電
解
精
製
用
の
も
の
（
鉛
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九

五
％
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）

Ａ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
六
五
円
三

七
銭
以
下
の
も
の

Ｂ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
六
五
円
三

七
銭
を
超
え
一
七
〇
円
以
下
の
も
の

Ｃ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
七
〇
円
を

超
え
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

Ａ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
七
二
円
以

下
の
も
の

Ｂ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
七
二
円
を

超
え
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

Ｃ

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
八
〇
円
を

超
え
る
も
の

二
・
八
％

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
、

課
税
価
格
と

一
七
〇
円
と

の
差
額

無
税

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
八

円一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
、

課
税
価
格
と

一
八
〇
円
と

の
差
額

無
税

を
「

」
に
改
め
る
。

八
％

グ
ラ
き
八
」

別
表
第
七
九
〇
一
・
一
一
号
及
び
第
七
九
〇
一
・
一
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
九
〇
一
・
一
一

亜
鉛
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
九
・
九
九
％
以
上
の
も
の

一

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
四
二
円
以
下
の

も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
八

円

二

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
四
二
円
を
超
え

二
五
〇
円
以
下
の
も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
、

課
税
価
格
と

二
五
〇
円
と

の
差
額

三

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
五
〇
円
を
超
え

る
も
の

無
税

七
九
〇
一
・
一
二

亜
鉛
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
九
・
九
九
％
未
満
の
も
の

一

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
四
二
円
以
下
の

も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
八

円

二

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
四
二
円
を
超
え

二
五
〇
円
以
下
の
も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
、

課
税
価
格
と

二
五
〇
円
と

の
差
額

三

課
税
価
格
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
五
〇
円
を
超
え

る
も
の

無
税
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（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
一
項
中
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万
円
」
に
改
め
、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書

を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
犯
罪
に
係
る
貨
物
の
価
格
の
五
倍
が
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
五
倍

以
下
と
す
る
。

第
百
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
五
条
」
の
下
に「（
外
国
貨
物
の
積
戻
し
）」を
加
え
、同
条
第
四
項
中「
三

百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
犯
罪
に
係
る
貨
物
の
価
格
の
五
倍
が
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
五

倍
以
下
と
す
る
。

第
百
十
二
条
第
三
項
中
「
三
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
犯
罪
に
係
る
貨
物
の
価
格
の
三
倍
が
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
三

倍
以
下
と
す
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
八
項
、
第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
条
の

六
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
中
「
平
成
二
十
九
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）

第
八
条
の
四

税
関
長
は
、
輸
入
申
告
が
さ
れ
た
貨
物
に
つ
い
て
、
第
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
（
特
恵
関
税

等
）
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貨
物
が
特
恵
受
益
国
等
を
原
産

地
と
す
る
物
品
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
」
と
い
う
。）で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
そ
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
貨
物
を
輸
入
す
る
者
に
対
し
、
当
該
貨
物
が
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資

料
の
提
供
を
求
め
る
方
法

二

特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
（
特
恵
受
益
国
等
か
ら
輸
出
さ
れ
る
貨
物
が
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
発
給
に
関
し
て
権
限
を
有
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又

は
当
該
貨
物
の
輸
出
者
若
し
く
は
生
産
者
に
対
し
、
当
該
貨
物
に
つ
い
て
質
問
し
、
又
は
当
該
貨
物
が
特
恵
受

益
国
等
原
産
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
の
提
供
を
求
め
る
方
法

三

そ
の
職
員
に
、
当
該
貨
物
の
輸
出
者
又
は
生
産
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
者
の

同
意
を
得
て
、
実
地
に
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
調
査
さ
せ
る
方
法

四

特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
に
対
し
、
当
該
特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
が
当
該
貨
物
の
輸
出
者

又
は
生
産
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
必
要
な
場
所
に
お
い
て
行
う
検
査
に
、
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
、
我
が
国
の

税
関
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
、
及
び
当
該
検
査
に
お
い
て
収
集
し
た
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
方
法

２

前
項
第
二
号
の
質
問
又
は
求
め
は
、
当
該
質
問
又
は
求
め
を
受
け
た
者
が
当
該
質
問
に
対
す
る
回
答
又
は
当
該

求
め
に
係
る
資
料
の
提
供
を
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
書
面
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３

税
関
長
は
、
そ
の
職
員
に
第
一
項
第
三
号
の
調
査
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
恵
受
益
国
等
が
当
該
調
査

に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を
回
答
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
四
号
の
求
め
は
、
特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
が
当
該
求
め
に
応
ず
る
か
ど
う
か
を
回
答
す
べ

き
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
書
面
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

５

税
関
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
貨
物
に
つ
い
て
、
当
該
便
益
を
与
え
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

一

当
該
貨
物
が
当
該
便
益
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。

二

当
該
貨
物
を
輸
入
す
る
者
が
当
該
便
益
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
を
と
ら
な
い
と
き
。

三

第
一
項
第
二
号
の
質
問
又
は
求
め
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
質
問
又
は
求
め
を
受
け
た
者
が
、
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間
内
に
、
当
該
質
問
に
対
す
る
回
答
若
し
く
は
当
該
求
め
に
係
る
資
料
の
提
供
を

し
な
い
と
き
、
又
は
当
該
質
問
に
対
す
る
回
答
若
し
く
は
当
該
求
め
に
対
し
提
供
し
た
資
料
が
十
分
で
な
い
と

き
。
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